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公立保育園の給食費の対応 

１ 公営保育園給食の概要と現状 

（１）公営保育園給食の概要 

◆朝霞市の公設公営保育園の給食は、それぞれの園の調理室で作っています。また、献立は、

９園すべての園で統一した内容となっており、園長、栄養士、調理員の話し合いで決めて

います。 

◆給食の食材については、地域の業者から新鮮なもの、旬なものを納入しています。素材の

味を生かした薄味を基本にしており、みそ汁やすまし汁のだしは、にぼしやかつお節、昆

布からとっています。 

◆献立の例 令和５年８月２日 

通常食 離乳食 

昼食 
午前おやつ 

※１～２歳児のみ 
午後おやつ 昼食 おやつ 

・ごはん 

・チキンカレー 

・人参とツナサラダ 

・牛乳 

・コーンフレーク 

・牛乳 

・りんご寒天 

・せんべい 

・軟飯 

・クリームシチュー 

・人参とツナサラダ 

・ポテトリゾット 

・キャロットスープ 

・りんご寒天 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）給食の提供数 

公営保育園に在園する児童は、９園で８５６人（令和５年４月時点）となっており、保育

園は月曜日から土曜日まで、年末年始と祝日を除いて、２９３日開所しています。 

令和４年度の給食の提供数は、延べ 174,713 食（園児分のみ）となっています。 

・３～５歳児の給食 

 栄養量は、エネルギー５９０ｋｃａｌ、

たんぱく質２１ｇを目安。 

・１～２歳児の給食 

 栄養量は、エネルギー５００ｋｃａｌ、

たんぱく質１８ｇを目安。 
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（３）公営保育園の給食費の考え方 

 

 公営保育園の給食費のうち食材費は、保護者からの実費負担でまかなっています。 

 その他、調理員の人件費や光熱水費については、市で負担しています。 

 実費負担の方法としては、３～５歳児は保育園幼児給食費負担金を、０～２歳児は給食の

実費負担を含んだ保育料を納めていただいています。 

 ３～５歳児の保育園幼児給食費負担金の金額は、月額 5,200 円、内訳は主食費（ご飯代）

700 円、副食費（おかず、おやつ代）4,500 円となっています。 

 

 

（４）物価高騰の影響 

 

 ロシア・ウクライナ情勢などを背景とする物価高騰は、公営保育園の給食食材にも影響が

出ており、表１のとおり、牛乳や魚などの食材が価格上昇しています。 

特に、ほぼ毎日提供している牛乳がここ１年間で１本当たり 1０円値上がりしています。 

市では、栄養価を維持した献立にしつつ、登園人数に合わせて発注数量を変更するなど支

出を抑える工夫に取り組んでいますが、令和４年度、給食食材購入の予算に不足が生じたた

め、別の予算から補てんして対応しました。 

令和５年度は、予算に対する価格上昇分について、保護者に負担を求めず、市の負担とし

て補正予算で対応しております。 

 

表１ 価格改定があった主な食材（令和４年４月価格 ⇒ 令和５年８月現在価格） 

 

 牛乳１本       ７４円 ⇒  ８４円 ＋１０円 

豆乳１本       ９０円 ⇒ １０２円 ＋１２円 

魚：カレイ１切れ  １４５円 ⇒ １７０円 ＋２５円 

サケ１切れ   １２０円 ⇒ １６５円 ＋４５円 

カジキ１切れ  １７０円 ⇒ ２００円 ＋３０円 
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２ 公立保育園の給食費の対応 

（１）給食費に関する現状 

現在、保護者からの実費負担でまかなっている給食費負担金は月額 5,200 円、１食当たり

の給食単価は２６０円としております。 

一方で、物価高騰により実際に食材購入にかかる費用は令和４年度、１食当たり２７２円

となり、１２円の増となりました。令和５年度も２７０円となっており、現在の給食費であ

る１食当たり２６０円では給食の質を維持することが難しい状況です。 

また、市では、物価高騰に対して、栄養価を維持した献立にしつつ支出を抑えるために、

次のような工夫に取り組んでいます（前回の部会でいただいたご意見への回答を含む）。 

 

◆支出を抑える工夫 

・登園人数に合わせて発注・調理する数量を調整する。 

例：登園人数の確定する午前９時３０分からご飯を炊き始める。 

・牛肉よりも価格の安い豚肉や鶏肉を使用する。 

・野菜は旬で比較的安いものを選ぶ。また、単価の高い野菜を１品で出すのではなく、 

単価の安い野菜と組み合わせて和える。 

・もともと１人１本で購入している牛乳は、可能な範囲で１リットルパックを購入し、 

コップに分けて提供する。 

・乾物や調味料など保存期間の長い食材は、可能な範囲でまとめて購入する。 

 

（２）保護者アンケート 

令和５年１０月、保護者の皆さんが現在の保育園給食に感じていることや、昨今の食材高

騰による給食費へのお考えなどを把握するため、アンケート調査を実施しました。 

アンケート結果の概要は、次のとおりとなっております（詳細は参考資料）。 

 

◆アンケート結果の概要  対象：公立保育園 11 園の保護者、回答率：47.6％ 

・現在の保育園の給食 

「満足」「どちらかといえば満足」が 95.3％ 、 「どちらでもない」が 2.3％ 

「不満」「どちらかといえば不満」が 2.4％ 

・保育園給食について重視してほしいこと（上位から３つ） 

「栄養バランス」が 43.7％、 「食材の品質」が 15.6％、 

「衛生管理の徹底」が 15.4％ 

・給食の質を維持するための給食費の値上げ 

「値上げはやむを得ない」「どちらかといえば値上げはやむを得ない」が 89.9％ 

「どちらとも言えない」が 4.1％ 

「値上げはしてほしくない」「どちらかといえば値上げはしてほしくない」が 6.0％ 
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（３）給食費の対応（案） 

令和４年度、令和５年度の実績として給食単価が２７０円程度となっていること、また、

保護者アンケートの結果から、多くの保護者が現在の保育園給食に「満足」いただけており、

給食費の値上げに肯定的なご意見があった一方で、値上げはしてほしくないというご意見が

あったことなどを総合的に判断した結果、給食の質を維持するための値上げとして給食単価

１０円の値上げをさせていただく対応（案）を次のとおり考えました。 

 

◆給食費の対応（案） 

令和６年度以降、現在の給食の質を維持するため、食材購入にかかる費用は１食当たりの

単価は 260 円から 10 円値上げし、270 円とし、３～５歳児の保護者の給食費負担金は月

額 5,200 円から 200 円値上げし、5,400 円とする。 

 なお、０～２歳児は給食の実費負担を含んだ保育料を納めていただいているが、保育料は

人件費や施設管理費など総合的な内容について見直しの検討が必要であると考えており、今

回、保育料の見直しは行わない。今後、給食費の状況は課題の１つとして捉え、総合的な検

討により保育料の見直しを検討する。 

 給食費の見直し時期は、令和６年４月１日からとする。 

 市では、引き続き、安心で安全な保育園給食の提供とともに、支出を抑える工夫に努める。 

 

・給食１食当たりの単価 

 

 

・保育園給食費（３～５歳児保護者負担額） 

 

 

 

 

（４）これまでの検討と今後のスケジュール 

８月３１日 第１回保育園等利用者負担検討部会 

９月 １日 保育園にて「給食費見直しの検討について」掲示 

１０月  公設公営・公設民営保育園の保護者アンケート 

１１月 ２日 第２回保育園等利用者負担検討部会「対応案を承認」 

１１月２８日 子ども・子育て会議「対応案を承認」 

１月   市として保育園給食費の対応について決定 

      政策調整会議、庁議 

２月以降    保護者への説明 

       保育園給食費徴収規則の改正 

現行の月額：5,200 円 見直し後の月額：5,400 円（200 円値上げ） 

現行：２６０円 見直し後：２７０円（10 円値上げ） 
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保育園給食に関するアンケート 集計結果 
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